
 

（
消
費
者
の
生
命
又
は
身
体
に
つ
い
て
被
害
が
発
生
し
た
事
故
が
消
費
者
事
故
等
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
被
害
の
程
度
） 

 
 

 
消
費
者
安
全
法
施
行
令 

政
令
第
二
百
二
十
号 

第
二
条 

法
第
二
条
第
五
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。 

第
一
条 

消
費
者
安
全
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
五
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
被
害
の
程
度
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
害
の
程
度
と
す
る
。 

三 

一
酸
化
炭
素
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
質
に
よ
る
中
毒 

（
消
費
安
全
性
を
欠
く
商
品
等
又
は
役
務
の
使
用
等
が
行
わ
れ
た
事
態
が
消
費
者
事
故
等
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
要
件
） 

一 

当
該
商
品
等
又
は
当
該
役
務
が
、
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
者
が

商
品
等
又
は
役
務
を
こ
れ
に
適
合
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
消
費
者
の
生
命
又
は
身
体
の

一 

死
亡 

二 

負
傷
又
は
疾
病
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
治
療
に
要
す
る
期
間
が
一
日
以
上
で
あ
る
も
の
（
当
該
治
療
の
た
め
通
常
医
療

施
設
に
お
け
る
治
療
の
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
軽
度
の
も
の
を
除
く
。
） 
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第
三
条 

法
第
二
条
第
五
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
商
品
等
又
は
当
該
役
務
の
使
用
等
に
お
い
て
、
消
費
者
に
窒
息
そ
の
他
そ
の
生

命
又
は
身
体
に
対
す
る
著
し
い
危
険
が
生
じ
た
こ
と
。 

三 

第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
商
品
等
又
は
当
該
役
務
の
使
用
等
に
お
い
て
、
物
品
（
飲
食
の
用
に
供
す
る
も

の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
腐
敗
し
、
変
敗
し
、
不
潔
と
な
り
若
し
く
は
病
原
体
に
よ
り
汚
染
さ
れ

て
お
り
、
又
は
物
品
に
有
毒
な
若
し
く
は
有
害
な
物
質
が
含
ま
れ
若
し
く
は
付
着
し
、
異
物
が
混
入
さ
れ
若
し
く
は
添
加

さ
れ
、
若
し
く
は
異
臭
、
そ
の
容
器
若
し
く
は
包
装
の
破
損
そ
の
他
の
異
常
が
生
じ
て
い
た
こ
と
。 

（
消
費
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
） 

一 

商
品
等
又
は
役
務
に
つ
い
て
、
虚
偽
の
又
は
誇
大
な
広
告
又
は
表
示
を
す
る
こ
と
。 

二 
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
商
品
等
又
は
当
該
役
務
の
使
用
等
に
お
い
て
、
物
品
（
飲
食
の
用
に
供
す
る
も
の

を
除
く
。
）
、
施
設
又
は
工
作
物
に
、
破
損
、
故
障
、
汚
染
若
し
く
は
変
質
そ
の
他
の
劣
化
又
は
過
熱
、
異
常
音
そ
の
他

の
異
常
が
生
じ
て
い
た
こ
と
。 

安
全
の
確
保
の
た
め
の
商
品
等
又
は
役
務
に
関
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。 
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二 

消
費
者
と
の
間
の
契
約
（
事
業
と
し
て
締
結
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
し
、
そ
の
締

結
に
つ
い
て
消
費
者
を
勧
誘
す
る
に
際
し
て
、
又
は
消
費
者
に
よ
る
当
該
契
約
の
申
込
み
の
撤
回
、
解
除
若
し
く
は
解
約

を
妨
げ
る
た
め
、
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
。 

ニ 

消
費
者
が
事
業
者
に
対
し
、
当
該
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
勧
誘
し
、
又
は
消
費
者
が
当
該
契
約
の
申
込
み
の
撤
回
、

解
除
若
し
く
は
解
約
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
所
か
ら
退
去
す
る
旨
の
意
思
を
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
場
所

ロ 

当
該
契
約
の
目
的
と
な
る
商
品
、
製
品
、
役
務
、
権
利
そ
の
他
の
も
の
に
関
し
、
将
来
に
お
け
る
そ
の
価
額
、
将
来

に
お
い
て
消
費
者
が
受
け
取
る
金
額
、
そ
の
使
用
等
に
よ
り
将
来
に
お
い
て
生
ず
る
効
用
そ
の
他
の
事
項
で
あ
っ
て
将

来
に
お
け
る
変
動
が
不
確
実
な
も
の
に
つ
い
て
断
定
的
判
断
を
提
供
す
る
こ
と
。 

イ 

当
該
契
約
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
消
費
者
の
当
該
契
約
を
締
結
す
る
か
ど
う
か
又
は
当
該
契
約
の
解
除
若
し
く

は
解
約
を
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
判
断
に
通
常
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
に
つ
い
て
、
故
意
に
事
実
を
告
げ
ず
、
又
は

不
実
の
こ
と
を
告
げ
る
こ
と
。 

ハ 

消
費
者
が
事
業
者
に
対
し
、
消
費
者
の
住
居
又
は
消
費
者
が
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
所
か
ら
退
去
す
べ
き
旨
の
意
思

を
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
場
所
か
ら
退
去
し
な
い
こ
と
。 
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四 

次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
契
約
を
締
結
し
、
又
は
当
該
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
消
費
者
を
勧
誘
す
る
こ

と
。 

五 

消
費
者
と
の
間
の
契
約
に
基
づ
く
債
務
又
は
当
該
契
約
の
解
除
若
し
く
は
解
約
に
よ
っ
て
生
ず
る
債
務
の
全
部
又
は
一

三 
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
消
費
者
と
の
間
の
契
約
の
締
結
若
し
く
は
履
行
又
は
消
費
者
に
よ
る
当
該
契
約
の
申
込

み
の
撤
回
、
解
除
若
し
く
は
解
約
に
関
し
、
消
費
者
を
欺
き
、
又
は
威
迫
し
て
困
惑
さ
せ
る
こ
と
。 

ロ 

消
費
者
契
約
法
第
八
条
第
一
項
、
第
九
条
又
は
第
十
条
の
規
定
そ
の
他
の
消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
の
契
約
の
条
項

の
効
力
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
っ
て
消
費
者
の
利
益
の
保
護
に
係
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
よ

っ
て
無
効
と
さ
れ
る
契
約
の
条
項
を
含
む
契
約 

イ 

消
費
者
契
約
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
そ
の
他
の
消
費
者
と

事
業
者
と
の
間
の
契
約
の
申
込
み
又
は
そ
の
承
諾
の
意
思
表
示
の
取
消
し
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
っ
て
消
費
者
の

利
益
の
保
護
に
係
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
っ
て
消
費
者
が
当
該
契
約
の
申
込
み
又
は
そ
の
承
諾

の
意
思
表
示
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
契
約 

か
ら
消
費
者
を
退
去
さ
せ
な
い
こ
と
。 
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第
四
条 

法
第
二
条
第
六
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
消
費
者
の
生
命
又
は
身
体
に
つ
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
程
度
の
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
と
す
る
。 

三 

一
酸
化
炭
素
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
質
に
よ
る
中
毒 

六 
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
三
条
の
規
定
に
違
反
し
て
景
品
類
を

提
供
す
る
こ
と
。 

（
消
費
者
の
生
命
又
は
身
体
に
つ
い
て
被
害
が
発
生
し
た
事
故
が
重
大
事
故
等
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
要
件
） 

一 

死
亡 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
消
費
者
と
の
間
の
契
約
の
締
結
若
し
く
は
履
行
又
は
消
費
者
に
よ
る
当
該
契
約
の
申

込
み
の
撤
回
、
解
除
若
し
く
は
解
約
に
係
る
事
業
者
の
行
為
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
っ
て
、
消
費
者
の
利
益

の
保
護
に
係
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
違
反
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
。 

二 

負
傷
又
は
疾
病
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
治
療
に
要
す
る
期
間
が
三
十
日
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
が
治
っ
た
と
き

（
そ
の
症
状
が
固
定
し
た
と
き
を
含
む
。
）
に
お
い
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
程
度
の
身
体
の
障
害
が
存
す
る
も
の 

部
の
履
行
を
正
当
な
理
由
な
く
、
拒
否
し
、
又
は
著
し
く
遅
延
さ
せ
る
こ
と
。 
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第
五
条 
法
第
二
条
第
六
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。 

（
消
費
安
全
性
を
欠
く
商
品
等
又
は
役
務
の
使
用
等
が
行
わ
れ
た
事
態
が
重
大
事
故
等
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
要
件
） 

一 

第
二
条
第
一
号
に
該
当
し
、
か
つ
、
次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
商
品
等
又
は
当
該
役
務
の
使
用
等
に
お
い
て
、
消
費
者
に
窒
息
そ
の
他
そ
の
生
命

若
し
く
は
身
体
に
対
す
る
著
し
い
危
険
が
生
じ
、
又
は
火
災
そ
の
他
の
著
し
く
異
常
な
事
態
が
生
じ
た
こ
と
。 

ロ 

当
該
商
品
等
又
は
当
該
役
務
の
使
用
等
に
お
い
て
、
物
品
（
飲
食
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
、
毒
物
及
び

劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
毒
物
若
し
く
は
同
条
第
二
項
に
規
定

す
る
劇
物
、
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
毒
薬
若
し
く
は
同
条

第
二
項
に
規
定
す
る
劇
薬
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
毒
性
若
し
く
は
劇
性
を
有
す
る
物
質
が
含
ま
れ
又
は
付
着
し
て
い
た

こ
と
。 

イ 

当
該
商
品
等
又
は
当
該
役
務
の
使
用
等
に
お
い
て
、
物
品
（
飲
食
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
施
設
又
は
工

作
物
の
消
費
安
全
性
を
確
保
す
る
上
で
重
要
な
部
分
に
、
破
損
、
故
障
、
汚
染
又
は
変
質
そ
の
他
の
劣
化
が
生
じ
て
い

た
こ
と
。 
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（
消
費
者
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
な
い
権
限
） 

第
九
条 

法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
又
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
置
く
市
町
村
の
長
（
以
下
こ
の

第
八
条 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
権
限
は
、
法
第
六
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
条
、
第
十
三
条
第
四
項
、
第
十
四
条
第
一
項
（
関
係

行
政
機
関
の
長
（
国
務
大
臣
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
協
力
の
求
め
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
六
条
、
第

十
七
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
権
限
と
す
る
。 

第
七
条 

法
第
十
条
第
二
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
第
八
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
を
一

週
間
に
つ
き
四
日
以
上
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
六
条 
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
第
八
条
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
事
務
を
一
週

間
に
つ
き
四
日
以
上
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
都
道
府
県
知
事
又
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
置
く
市
町
村
の
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
等
） 

（
市
町
村
が
設
置
す
る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
基
準
） 

（
都
道
府
県
が
設
置
す
る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
基
準
） 
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２ 

消
費
者
庁
長
官
は
、
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
に
規
定
す
る
事
務
を
知
事
等
が
行
う
こ
と
と
す
る
場

合
に
は
、
当
該
知
事
等
が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
、
当
該
知
事
等
が
そ
の
事
務
を
行
う
こ
と
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
知
事
等
の
同
意
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

消
費
者
庁
長
官
は
、
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
を
知
事
等
が
行
う
こ
と
と
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
及
び
当
該
知
事
等
が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
の
内
容
を
官
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

３ 

知
事
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
消
費
者
庁
長
官
か
ら
同
意
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
同
意
を
す
る

か
ど
う
か
を
決
定
し
、
そ
の
旨
を
消
費
者
庁
長
官
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

知
事
等
は
、
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
っ
た
と
き
は
、
消
費
者
庁
長
官
に
対

し
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

条
に
お
い
て
「
知
事
等
」
と
い
う
。
）
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
区
域
内
に
事
務
所
、
事
業
所
そ
の
他
そ
の
事
業
を
行
う
場
所
が
所
在
す
る
事
業
者
に
対

し
、
報
告
を
求
め
、
当
該
場
所
の
立
入
調
査
及
び
質
問
を
し
、
並
び
に
物
品
を
集
取
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
と
す
る
。 
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第
四
百
二
十
三
号
を
第
四
百
二
十
四
号
と
し
、
第
四
百
二
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
 

四
百
二
十
三 

消
費
者
安
全
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
号
） 

２ 

公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

１ 

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

６ 
消
費
者
庁
長
官
は
、
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
を
知
事
等
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た

場
合
に
お
い
て
も
、
自
ら
当
該
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
消
費
者
庁
長
官
が
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
等
が
行
う
こ
と
と

し
た
事
務
の
内
容
を
変
更
し
、
又
は
当
該
事
務
を
知
事
等
が
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
） 

（
施
行
期
日
） 
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理 

由 

 

消
費
者
安
全
法
の
施
行
に
伴
い
、
消
費
者
の
生
命
又
は
身
体
に
つ
い
て
被
害
が
発
生
し
た
事
故
、
消
費
安
全
性
を
欠
く
商
品

等
又
は
役
務
の
使
用
等
が
行
わ
れ
た
事
態
及
び
事
業
者
に
よ
り
消
費
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
が 

行
わ
れ
た
事
態
が
消
費
者
事
故
等
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
要
件
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

     


